
性
を
持
っ
て
ま
と
め
て
伝
え
る
か
等

の
相
互
連
携
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

宮
本
　
利
光

　

近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
、

今
年
の
年
賀
状
に
は
ペ
ッ
ト
と
の
写

真
が
多
く
見
ら
れ
た
（
実
は
私
も
そ

う
で
し
た
）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
（
十
五
世

紀
こ
ろ
）
か
ら
「
犬
税
」
な
る
も
の

が
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
現
在
も
「
犬

は
贅
沢
品
」
と
い
う
こ
と
で
「
犬
税
」

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
過

去
に
は
日
本
で
も
存
在
し
て
い
た
ら

し
く
、
今
後
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
ら
し
い
。

消
費
税
が
一
〇
％
に
な
っ
た
う
え

「
犬
税
」
も
課
税
さ
れ
れ
ば
本
当
の

意
味
で
「
贅
沢
品
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。
物
品
税
が
廃
止
さ
れ
、
消
費
税

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
は
考
え
に

く
い
こ
と
だ
が
。

　

い
ろ
い
ろ
変
わ
り
種
の
税
は
勘

弁
い
た
だ
き
、
税
は
シ
ン
プ
ル
に
、

消
費
税
は
単
一
税
率
で
お
願
い
し

た
い
。

中
山
　
昌
実

　

平
成
二
十
七
年
度
の
税
制
改
正
で

法
人
税
の
基
本
税
率
が
二
三
・
九
％

（
改
正
前
：
二
五
・
五
％
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
以
後
開
始
の
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
る
。
地
方
税
を
含
め
た
法
人

実
効
税
率
は
改
正
前
の
三
四
・
六

二
％
か
ら
三
二
・
一
一
％
に
下
が
る
。

　

法
人
税
率
引
き
下
げ
は
経
営
の
安

定
し
た
大
企
業
に
は
優
遇
さ
れ
る

が
、赤
字
企
業
は
恩
恵
を
受
け
な
い
。

赤
字
企
業
割
合
は
中
小
企
業
で
は
ま

だ
ま
だ
高
い
。
減
税
で
企
業
負
担
が

軽
減
し
恩
恵
を
享
受
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
が
、
中
小
企
業
で
享
受
で
き
る

企
業
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
は
な

い
。

　

ま
た
、
法
人
税
を
払
わ
な
い
赤
字

の
中
小
企
業
で
も
規
模
に
応
じ
た
税

金
を
賦
課
す
る
「
外
形
標
準
課
税
」

の
導
入
が
今
年
も
引
き
続
き
検
討
さ

れ
て
い
る
。
国
の
借
金
が
一
千
兆
円

を
超
え
る
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で

減
税
分
を
ど
う
穴
埋
め
し
、
ど
う
財

政
を
再
建
し
て
い
く
の
か
人
口
減
少

が
止
ま
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
一
段

と
進
む
中
で
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

川
本
　
哲
也

中国税政連 No.45 発行責任者
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昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
お
い
て
、
某
政
党
の
某
代
表
に

よ
る
「
消
費
税
軽
減
税
率
推
進
の
唯

一
の
党
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
声
を

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
耳
に
す
る
た
び

に
、
は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
返
っ
て

い
た
の
は
は
た
し
て
私
だ
け
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
導
入
し
て
い
る
各
国
が
、

す
べ
か
ら
ず
後
悔
し
て
い
る
欠
陥
だ

ら
け
の
制
度
を
、
専
門
知
識
の
希
薄

な
一
般
大
衆
の
情
感
に
訴
え
る
の
に

有
効
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
旗
印

に
掲
げ
て
い
る
と
怒
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
税
理
士
政
治
連
盟
の
鼎

の
軽
重
を
問
う
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
「
消
費
税
軽
減

税
率
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
党
の
重
鎮

と
も
い
え
る
論
客
の
先
生
方
及
び
中

国
会
の
調
査
研
究
部
長
に
投
稿
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
の
参
考
に
資
す
れ
ば
幸

い
で
す
。

加
賀
田
　
佳
男

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
桜
花
爛
漫
の

季
節
を
迎
え
て
い
る
。
桜
の
花
の
色

も
殊
の
外
、鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

今
年
の
春
は
地
方
選
挙
で
幕
開
け
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
が
声
高
の

中
で
迎
え
ら
れ
、
従
来
の
連
呼
の
手

法
が
通
用
す
る
か
に
興
味
を
持
っ
て

見
て
い
る
。

　

地
方
の
声
が
中
央
に
届
か
な
い
と

言
わ
れ
る
。
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
各
自

の
意
見
が
直
接
的
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
る
が
如

何
で
あ
ろ
う
か
。

　

政
治
連
盟
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
、

税
理
士
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
研
修

に
つ
い
て
は
、
税
理
士
法
上
の
義

務
化
が
な
さ
れ
ず
、
会
則
等
で
明

記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
税
理

士
の
質
的
維
持
の
向
上
が
納
税
者

の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

て
も
…
で
あ
る
。

　

こ
の
編
集
後
記
が
お
目
に
留
ま
る

こ
ろ
に
は
、
選
挙
結
果
が
判
明
し
て

い
る
。
選
ば
れ
た
方
が
選
ん
だ
人
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
掌
握
す
る
か
。

選
ん
だ
人
が
意
見
を
出
し
て
、
透
明
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中
国
税
理
士
政
治
連
盟
　
会
長
　
　
　
　

久
　
保
　
雅
　
典

青
　
春

　

松
下
幸
之
助
氏
が
愛
唱
し
て
や
ま
な

か
っ
た
の
が
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ

ン
」
の
詩
「
青
春
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
節
を
紹
介
す
る
と
、

　
「
青
春
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
い
う

の
で
な
く
心
の
様
相
を
い
う
の
だ
。
優

れ
た
想
像
力
、
逞
し
き
意
志
、
…
…
…

安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
、
こ
う
い

う
様
相
を
青
春
と
い
う
の
だ
。
年
を
重

ね
た
だ
け
で
人
生
は
老
い
な
い
。
理
想

を
失
う
時
に
初
め
て
老
い
が
く
る
」

　

当
方
七
十
四
歳
、
青
春
を
夢
見
て
る

…
…
…
思
い
過
ぎ
か
？

さ
て
、
今
号
の
テ
ー
マ
は
消
費
税

軽
減
税
率
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
昨
年
十
一
月
十
八
日
、

消
費
税
一
〇
％
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

「
個
人
消
費
を
押
し
下
げ
、
デ
フ
レ
脱

却
が
危
う
く
な
る
」
と
し
て
平
成
二
十

九
年
四
月
に
先
送
り
を
す
る
方
針
を
決

定
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
十
一
月
二

十
日
、
与
党
両
党
は
税
制
協
議
会
を
開

き
、
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
の
消
費

税
率
を
低
く
抑
え
る
軽
減
税
率
に
つ
い

て
は
、
関
連
事
業
者
を
含
む
国
民
の
理

解
を
得
た
上
で
、
税
率
一
〇
％
時
に
導

入
す
る
」
と
し
、「
対
象
品
目
・
区

分
・
経
理
・
安
定
財
源
等
に
つ
い
て
早

急
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
」
と
発

表
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
一
月
、
軽
減

税
率
の
制
度
設
計
を
議
論
す
る
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
秋
に
軽
減
税
率
の
大

綱
策
定
を
目
指
す
と
し
た
。

〈
一
〉
税
制
調
査
会
に
よ
る
軽
減
税

率
に
関
す
る
検
討

（
一
）
対
象
分
野

　

生
活
必
需
品
に
か
か
る
消
費
税
負
担

を
軽
減
し
、
か
つ
、
購
入
頻
度
の
高
さ

に
よ
る
痛
税
感
を
緩
和
す
る
と
の
観
点

か
ら
、
ま
ず
は
飲
食
品
分
野
と
し
、
八

種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
提
案
さ
れ
た
。

（　

）
内
の
金
額
は
一
％
あ
た
り
の
減

収
分

①　

全
て
の
飲
食
料
品

 

（
六
千
六
百
億
円
）

②　

①
�
酒 

（
六
千
三
百
億
円
）

③　

②
�
外
食 

（
四
千
九
百
億
円
）

④　

③
�
菓
子
類 
（
四
千
四
百
億
円
）

⑤　

④
�
飲
料 

（
四
千
億
円
）

⑥　

⑤
�
そ
の
他
の
加
工
食
品

　
　
　
　
（
＝
生
鮮
食
品
）

 

（
一
千
八
百
億
円
）

⑦　

米
・
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ

 

（
二
百
億
円
）

⑧　

精
米 

（
二
百
億
円
）

（
二
）
区
分
経
理

　
（
Ａ
案
）

①
売
手　

売
手
に
対
し
、
区
分
記
載
請

求
書
等
の
交
付
義
務
を
課
さ
な

い
。
交
付
し
た
場
合
、
写
し
等
の

保
存
義
務
付
け
。

②
買
手　

買
手
は
区
分
記
載
請
求
等
の

保
存
が
仕
入
税
額
控
除
の
要 

件
＝
事
実
上
買
手
は
売
手
に
発
行

を
求
め
る
事
に
な
る
。

③
免
税
事
業
者　

免
税
事
業
者
も
区
分

記
載
請
求
書
等
を
交
付
で
き
る
。

④
計
算
方
法　

課
税
期
間
に
お
け
る
課

税
売
上
高
を
税
率
毎
に
区
分
集

計
、
合
計
額
に
そ
れ
ぞ
れ
税
率
を

乗
じ
て
計
算
。

　
（
Ｂ
案
）

①
売
手　

区
分
記
載
請
求
書
な
ど
の
交

付
及
び
保
存
を
義
務
付
け
。

②
買
手
・
③
免
税
事
業
者
・
④
計
算
方

法　

Ａ
案
と
同
じ
。

　
（
Ｃ
案
）

①
売
手　

税
額
別
記
請
求
書
の
交
付
及

び
保
存
を
義
務
付
け
。

②
買
手　

Ａ
案
と
同
じ
。

③
免
税
事
業
者　

売
手
は
税
額
別
記
請

求
書
を
交
付
で
き
ず
。
買
手
も
免

税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
は
仕
入
控

除
の
対
象
外
。

④
計
算
方
法　

売
手
は
交
付
し
た
、
買

手
は
交
付
を
受
け
た
税
額
別
記
請

求
書
等
に
記
載
さ
れ
た
消
費
税
額

を
基
礎
と
し
て
計
算
。

　
（
Ｄ
案
）

①
売
手　

イ
ン
ボ
イ
ス
（
事
業
者
番

写
、
請
求
書
番
号
、
作
成
者
、
交

付
を
受
け
る
者
、
課
税
資
産
の
内

容
、
適
用
税
率
、
対
価
の
額
の
合

計
額
、
及
び
消
費
税
額
等
が
記
載

さ
れ
た
請
求
書
等
を
い
う
）
の
交

付
、
保
存
の
義
務
付
け
。

②
買
手　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
。

③
免
税
事
業
者　

イ
ン
ボ
イ
ス
交
付
で

き
な
い
。

④
計
算
方
法　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
基
づ
く

計
算
。

（
三
）
税
制
調
査
会
員
の
意
見
の
集
約

　

税
制
調
査
会
（
平
成
二
十
六
年
六
月

十
一
日
開
催
）
の
委
員
会
に
お
い
て
軽

減
税
率
に
関
す
る
意
見
を
集
約
し
た
と

こ
ろ
、
委
員
十
九
人
中
、
導
入
反
対
十

流
動
化
の
時
代
  

会会長長挨挨拶拶会会長長挨挨拶拶
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六
人
、
導
入
賛
成
三
人
で
あ
っ
た
。

〈
二
〉
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
税

制
改
正
建
議
書

　
平
成
二
十
七
年
本
建
議
に
お
け
る
重

要
項
目
に
消
費
税
の
単
一
税
率
の
維
持

を
掲
げ
る

（
一
）
税
収
の
減
少
に
よ
る
財
政
再
建

が
損
な
わ
れ
、
社
会
保
障
給
付
の
抑

制
等
が
必
要
。

（
二
）
低
所
得
者
世
帯
に
効
果
が
及
ぶ

軽
減
税
額
は
限
定
的
で
、
そ
れ
以
外

の
世
帯
に
対
し
て
も
軽
減
税
額
と
な

り
効
率
の
悪
い
も
の
に
な
る
。

（
三
）
適
用
範
囲
を
合
理
的
に
設
定
す

る
事
が
き
わ
め
て
困
難
。
納
税
義
務

者
の
事
務
複
雑
と
な
り
、
徴
税
コ
ス

ト
が
増
大
。

（
四
）
軽
減
税
率
適
用
の
外
国
に
お
い

て
、
適
用
に
対
す
る
訴
訟
が
増
大
、

社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
を
招
く
。

（
五
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が
必

要
と
な
り
、
納
税
義
務
者
の
負
担
が

増
大
す
る
。

（
六
）
簡
易
課
税
制
度
の
事
業
者
区
分

の
細
分
化
等
が
必
要
と
な
り
、
複
雑

な
課
税
制
度
と
な
る
。

（
七
）
逆
進
性
の
緩
和
は
給
付
付
き
税

額
制
度
の
導
入
で
対
処
す
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
、
現
行
の
帳
簿
方
式
を
維

持
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
三
〉
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク

　

両
国
と
も
標
準
税
率
二
五
％
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
軽
減
税
率
が
存
在
す
る

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
単
一
税
率
で
あ

る
。

（
一
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
九
六
九
年

消
費
税
導
入
、
軽
減
税
率
採
用
後

い
っ
た
ん
一
九
九
一
年
単
一
税
率
に

改
正
、
一
九
九
二
年
再
び
軽
減
税
率

適
用
。
現
在
は
標
準
税
率
二
五
％
軽

減
税
率
一
二
％
と
六
％
、
そ
れ
に
ゼ

ロ
税
率
と
非
課
税
が
存
在
す
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
軽
減
税
率
認
定
の
目

的
及
び
税
率
変
化
の
原
因
が
き
わ
め

て
多
様
で
あ
る
。（
注
一
）

（
二
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
問
題
点

①
商
品
間
税
率
を
区
別
す
る
合
理
的
理

由
が
不
明
。
商
品
間
の
境
界
を
定
め

る
の
が
困
難
、
国
税
庁
や
裁
判
所
に

訴
え
が
絶
え
な
い
。

②
事
業
者
が
税
率
の
適
用
を
間
違
え
る

ケ
ー
ス
が
起
こ
り
、
事
業
者
の
過
大

な
税
負
担
が
起
こ
る
。

③
軽
減
税
率
設
定
の
目
的
及
び
税
率
変

化
の
原
因
が
き
わ
め
て
多
様
で
税
制

が
複
雑
化
し
、
徴
税
・
納
税
コ
ス
ト

を
高
め
る
。

④
逆
進
性
対
策
と
し
て
も
軽
減
税
率
の

効
果
は
極
め
て
小
さ
い
。

⑤
消
費
税
の
役
割
を
安
定
的
な
財
源
調

達
機
能
に
限
定
し
、
均
一
税
率
を
遵

守
す
る
と
し
て
も
一
度
軽
減
税
率
を

設
け
る
と
復
帰
は
困
難
。

（
三
）
デ
ン
マ
ー
ク
は
軽
減
税
率
を
持

た
ず
、
福
祉
政
策
の
た
め
の
支
援
策

が
充
実
し
て
い
る
の
で
国
内
で
あ
ま

り
問
題
が
起
き
て
い
な
い
。

　
　

標
準
税
率
二
五
％
で
、
ゼ
ロ
税
率

（
新
聞
及
び
定
期
刊
行
物
の
み
）、
非

課
税
の
三
種
類
で
あ
る
。（
注
二
）

　
　

逆
進
性
対
策
へ
の
配
慮
は
採
ら
れ

て
お
ら
ず
、
歳
入
へ
の
影
響
の
回

避
、
徴
収
の
効
率
化
、
軽
減
税
率
の

適
用
品
目
の
峻
別
の
困
難
性
、
税
の

歪
み
の
抑
制
等
が
理
由
で
あ
る
。
他

国
で
適
用
さ
れ
て
い
る
食
料
品
等
に

対
す
る
軽
減
税
率
適
用
も
高
所
得
者

に
も
一
律
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
逆

進
性
緩
和
の
効
果
が
低
く
、
社
会
保

障
給
付
に
よ
る
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

つ
ま
り
、
社
会
保
障
制
度
の
枠
組

み
の
中
で
、
逆
進
性
対
策
、
高
所
得

税
負
担
に
よ
る
所
得
再
分
配
が
実
施

さ
れ
、
ま
た
、
公
平
性
を
担
保
す
る

た
め
に
番
号
制
度
の
実
施
に
よ
り
国

民
の
所
得
（
フ
ロ
ー
）
だ
け
で
な
く

財
産
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
把
握
も
行
う

と
と
も
に
、
適
正
な
補
助
金
交
付

と
、
社
会
保
障
給
付
を
実
施
す
る
た

め
に
、
税
金
逃
れ
を
し
に
く
い
環
境

が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
経
理

方
式
は
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
。

〈
四
〉
結
　
論

　

単
一
税
率
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

消
費
税
は
社
会
福
祉
政
策
の
必
要
財

源
と
し
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

社
会
福
祉
政
策
は
国
民
全
体
が
享
受
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
高
額
所
得
者
よ
り

も
低
額
所
得
者
へ
の
必
要
財
源
の
負
担

が
高
く
な
る
の
は
明
か
で
あ
る
。

　

年
間
所
得
と
い
う
一
時
的
な
所
得
を

基
準
に
し
た
逆
進
性
緩
和
策
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
も
軽
減
税
率
適
用
は
大
変

無
駄
の
多
い
政
策
で
あ
り
、
給
付
付
税

額
控
除
等
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
高
率
で
あ
っ

て
も
社
会
福
祉
の
充
実
が
あ
れ
ば
国
民

は
納
得
で
き
る
と
思
う
。

※
追
記

　
　

与
党
税
制
調
査
会

　
　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
八
案
か
ら
三
案
に
絞

り
込
む
。

　
　
「
酒
を
除
く
飲
食
料
品
」「
生
鮮
食
品
」「
精

米
の
み
」

 

（
日
経
新
聞
・
平
成
二
十
七
年
四
月
七
日
）

※
注
一　

税
研
二
〇
一
三
年
五
月
号　

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
消
費
税
・
軽
減
税
率
の
実
際

※
注
二　

税
研
二
〇
一
四
年
七
月
号　

単
一
税
率

国
に
お
け
る
導
入
根
拠
と
低
所
得
者
対
策
の
現

状
�
デ
ン
マ
ー
ク

税　　率商　　品税率変更の目的

�％→�％スポーツ・博物館・非課税扱いの費用中立的に

�％→�％新聞・民主主義の強化

��％→�％本・雑誌・読書への刺激

��％→��％→��％→��％ホテル・旅館・旅行の推進

��％→��％→��％→�％旅客輸送・ディーゼル税増税への補償

��％→��％→��％→��％食料品・インフレ抑制・社会保障移
転の減額相殺
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政
府
与
党
は
、
消
費
税
率
一
〇
％
へ

の
引
上
げ
時
期
を
平
成
二
十
七
年
十
月

か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
に
延
期
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
取
組
み
が
思
う
よ
う
な
成

果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
を
自
ら
認
め

た
結
果
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す

が
、
こ
の
延
期
決
定
の
一
方
で
、
与
党

は
総
選
挙
の
公
約
と
し
て
、
消
費
税
率

一
〇
％
時
に
軽
減
税
率
を
導
入
す
る
こ

と
、
そ
れ
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
を

目
指
す
こ
と
を
初
め
て
明
確
に
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
十
二
月
三
十

日
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
も

明
記
さ
れ
、
与
党
税
制
協
議
会
は
本
年

一
月
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体

的
な
制
度
案
の
作
成
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

消
費
税
は
、
消
費
一
般
に
対
し
て
広

く
負
担
を
求
め
る
税
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
て

は
、
低
所
得
者
ほ
ど
税
負
担
が
大
き
く

な
る
「
逆
進
性
」
の
問
題
へ
の
対
応
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
生
活

必
需
品
に
対
す
る
軽
減
税
率
は
、
Ｅ
Ｕ

諸
国
等
に
お
い
て
既
に
導
入
さ
れ
て
お

り
、
消
費
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

制
度
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
一
方

で
、
導
入
に
際
し
て
解
決
す
べ
き
大
き

な
難
題
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
軽
減
税
率
の
対
象
範
囲
を

合
理
的
に
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
食
料
品
の
場

合
、
基
礎
的
な
食
品
か
ら
贅
沢
品
ま
で

幅
広
く
消
費
者
の
嗜
好
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
消
費
者
の
納
得
を
得
る
形

で
軽
減
税
率
の
対
象
範
囲
を
定
め
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、
大
幅
な
税
収
減
と
な
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
消
費
税
率
一
〇
％

引
上
げ
時
に
食
料
品
全
般
を
軽
減
税
率

（
八
％
）
と
し
た
場
合
、
財
務
省
試
算

で
は
約
一
・
三
兆
円
の
税
収
減
と
な
り

ま
す
。
軽
減
税
率
の
対
象
を
広
げ
る
ほ

消
費
税
率
一
〇
％
段
階
で
の

　
　
　
軽
減
税
率
導
入
は
時
期
尚
早

片山虎之助

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿
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ど
制
度
と
し
て
は
歓
迎
さ
れ
分
か
り
や

す
く
な
る
も
の
の
、
税
収
減
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
消
費
税
は
社
会
保
障
財
源

に
充
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
税
収
減
と

な
っ
た
分
、
社
会
保
障
に
充
て
る
財
源

に
穴
が
空
き
ま
す
。

　

第
三
に
、
軽
減
税
率
の
恩
恵
は
高
額

所
得
者
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
来
、
低
所
得
者
向
け
の
逆
進
性
対
策

と
し
て
の
軽
減
税
率
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
高
額
所
得
者
が
購
入
す
る
食

材
に
も
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
結
果
と
し
て
低
所
得
者
対
策

と
し
て
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

第
四
に
、
事
業
者
の
事
務
負
担
が
大

き
く
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
軽

減
税
率
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
は
、
事

業
者
は
売
上
げ
と
仕
入
れ
を
異
な
る
税

率
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る
必
要
が

生
じ
ま
す
。
ま
た
、
軽
減
税
率
の
対
象

範
囲
が
細
か
く
定
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
小
売
の
段
階
で
、
ど
の
商
品
が
軽

減
税
率
の
対
象
と
な
る
か
を
め
ぐ
り
、

事
業
者
・
消
費
者
と
も
に
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

第
五
に
、
特
に
農
業
・
水
産
業
を
中

心
に
消
費
税
の
還
付
が
大
量
に
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
事

業
者
は
、
売
上
げ
に
係
る
消
費
税
か
ら

仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
を
引
い
た
額
を

税
務
署
に
納
め
ま
す
が
、
食
料
品
が
軽

減
税
率
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
農

業
・
水
産
業
者
に
お
い
て
は
、
売
上
げ

が
軽
減
税
率
と
な
る
一
方
、
仕
入
れ

（
ト
ラ
ク
タ
ー
や
漁
船
の
購
入
費
等
）

は
通
常
税
率
と
な
る
こ
と
か
ら
、
税
の

還
付
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
例
え
ば
全
国
の
農
家
百

六
十
万
戸
の
う
ち
約
九
割
の
約
百
五
十

万
戸
は
小
規
模
事
業
者
と
し
て
現
在
は

消
費
税
の
申
告
が
免
除
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
農
家
が
還
付
を

受
け
る
た
め
、
帳
簿
を
作
成
し
て
税
務

署
に
申
告
す
る
と
い
う
新
た
な
事
務
負

担
が
発
生
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
消
費
税
率
は
八
％
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
消
費
税
率
一
〇

％
時
に
導
入
さ
れ
る
軽
減
税
率
は
八
％

と
な
る
公
算
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
二
％
の
税
率
の
差
を
設
け
る
た
め

に
先
に
挙
げ
た
難
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
合
理
的
な
政
策
判
断
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
社
会
保
障
費
が
更
に
増
加
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
行
革
を
徹
底

的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
将
来

的
に
は
消
費
税
率
の
更
な
る
引
上
げ
も

視
野
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま

す
。
軽
減
税
率
導
入
の
議
論
は
そ
の
時

に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
当
面
は
、
簡
素

な
給
付
措
置
や
社
会
保
障
給
付
等
に
よ

り
低
所
得
者
に
対
す
る
配
慮
を
行
う
こ

と
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。
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中
国
税
理
士
政
治
連
盟
の
先
生
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
四
月
に
消
費
税
を
八
％

に
増
税
し
て
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
国
内
消
費
は
依
然
低
迷
し

た
ま
ま
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
円
安
効
果
に
よ

り
一
部
の
大
企
業
が
過
去
最
高
の
収
益

を
上
げ
る
中
で
多
少
賃
金
の
増
加
を

図
っ
た
と
は
言
え
、
反
対
に
円
安
に
よ

る
食
料
品
の
値
上
げ
等
の
物
価
上
昇
率

に
追
い
つ
け
ず
、
全
体
と
し
て
一
般
家

庭
に
お
い
て
の
負
担
が
増
え
て
い
る
為

に
個
人
消
費
が
落
ち
込
む
の
は
当
た
り

前
で
す
。

　

特
に
賃
金
増
加
の
見
込
め
な
い
年
金

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
低
所
得
層
は
困
窮

し
、
物
が
買
え
な
い
状
態
で
す
。

　

一
方
、
百
貨
店
で
の
高
額
商
品
及
び

電
化
製
品
、
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
、
土
地

な
ど
の
不
動
産
は
や
は
り
円
安
に
よ
っ

て
外
国
人
に
大
量
に
買
わ
れ
て
お
り
、

投
資
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
し
か
し
大
多
数
の
日
本
人
は
上

記
の
よ
う
な
事
情
か
ら
消
費
を
控
え
ざ

る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
安
倍

総
理
に
よ
っ
て
再
延
期
は
し
な
い
と
明

言
さ
れ
て
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
一
〇
％
へ
の
増
税
は
当
面

凍
結
し
た
上
で
、
食
料
品
や
生
活
必
需

品
等
に
関
し
て
は
即
刻
軽
減
す
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
り
な
が
ら
、
小
規
模
事
業
者
に
お

い
て
は
軽
減
税
率
を
導
入
し
た
場
合
の

負
担
増
も
予
測
さ
れ
、
執
行
上
の
負
担

軽
減
に
は
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

日
頃
税
制
度
全
般
に
お
い
て
の
指
針

を
提
言
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
税
理
士

政
治
連
盟
の
先
生
方
に
は
軽
減
品
目
及

び
軽
減
率
に
つ
い
て
は
勿
論
で
す
が
、

更
な
る
消
費
増
税
を
凍
結
し
た
上
で

　
　
　
即
刻
軽
減
税
率
を
導
入
す
べ
き

亀井　静香

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿



７ ２０１５.５　No.４５

事
業
者
側
へ
の
負
担
の
軽
減
と
対
策
に

つ
い
て
も
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
、
是

非
と
も
議
論
を
進
め
早
期
の
軽
減
税
率

導
入
の
実
現
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

現
在
の
我
が
国
の
株
価
は
P
K
O

（
プ
ラ
イ
ス
・
キ
ー
プ
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
と
い
う
手
法
で
国
民
年
金
基

金
や
郵
貯
・
か
ん
ぽ
の
資
金
ま
で
投
入

し
、
維
持
さ
れ
て
い
る
為
に
海
外
の
投

資
家
は
安
心
し
て
日
本
の
株
に
投
資

し
、
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
と
い
う
、

正
に
兜
町
が
博
打
場
に
化
し
て
お
り
、

私
も
か
つ
て
自
民
党
政
調
会
長
時
代
に

P
K
O
を
行
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
が

現
状
に
は
非
常
に
強
い
危
機
感
を
拭
い

去
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
意
図
的
な
株
価
上
昇
に

よ
っ
て
国
民
に
景
気
が
良
く
な
る
と
い

う
期
待
感
を
煽
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

　

私
は
総
理
に
も
直
接
、「
株
価
だ
け

で
は
日
本
経
済
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
は

な
ら
な
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
金
融
緩

和
に
よ
り
一
部
の
大
企
業
や
富
裕
層
の

利
益
で
お
金
が
溢
れ
て
も
、
全
体
と
し

て
こ
れ
が
投
資
に
結
び
つ
く
工
業
用
水

や
生
産
を
高
め
る
農
業
用
水
、
雇
用
を

生
み
国
民
の
生
活
を
守
る
生
活
用
水
に

な
っ
て
お
ら
ず
格
差
が
拡
が
る
現
状
の

中
で
、
逆
進
性
の
強
い
消
費
税
増
税
に

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
現
在
の
状
況
を
看
過
す
る
訳
に

は
い
か
な
い
と
昨
年
末
の
総
選
挙
の
際

に
「
一
揆
を
興
す
」
と
宣
言
し
て
戦

い
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰
を
持
ち
ま

し
て
バ
ッ
チ
を
付
け
て
代
官
所
の
前
ま

で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
代
官
を
改
め
さ
せ
な
け
れ

ば
こ
の
一
揆
が
成
功
し
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

特
に
困
窮
す
る
高
齢
者
や
低
所
得
層

が
多
い
地
方
は
眼
を
覆
う
ば
か
り
に
衰

退
し
て
お
り
、
国
土
の
縮
小
は
否
定
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
代
官
所
を
巻
き
込
み
、
裾

野
を
崩
し
て
頂
上
に
積
み
上
げ
る
ば
か

り
の
現
在
の
政
策
を
改
め
さ
せ
、
裾
野

に
し
っ
か
り
と
し
た
根
っ
こ
を
張
り
広

げ
る
政
策
に
移
行
さ
せ
る
為
に
、
こ
の

度
地
域
活
性
化
協
議
会
（
通
称
�
根
っ

こ
の
会
）
を
超
党
派
の
国
会
議
員
及
び

各
首
長
と
共
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

裾
野
で
踏
ん
張
っ
て
お
ら
れ
る
自
治

体
、
農
山
漁
村
、
中
小
零
細
企
業
の

方
々
に
呼
び
か
け
結
集
し
、
具
体
的
な

政
策
の
実
行
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

中
小
零
細
事
業
者
の
方
々
に
と
っ
て

頼
り
に
な
り
、
良
き
相
談
相
手
と
し
て

税
務
の
ご
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
る

先
生
方
に
も
ご
教
導
を
賜
り
た
く
、
こ

の
場
を
借
り
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

併
せ
て
各
位
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご

発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。



８

中国税政連

　

高
齢
化
が
進
む
我
が
国
の
社
会
保
障

財
源
の
安
定
化
の
た
め
に
消
費
税
の
税

率
を
今
後
引
き
上
げ
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
国
民
の
皆
様
の
大
半

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
理
屈
で
は
理
解

で
き
た
と
し
て
も
、
実
生
活
の
中
で
長

引
く
景
気
の
低
迷
や
デ
フ
レ
等
で
厳
し

さ
を
痛
感
さ
れ
た
国
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
は
そ
う
簡
単

に
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
懸
念
を
払
拭
し
、
ご
理
解
を
い
た

だ
く
努
力
を
し
て
い
く
の
が
政
治
の
役

割
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
が
、
私
た
ち

公
明
党
は
そ
の
た
め
の
対
策
と
し
て
軽

減
税
率
の
導
入
の
必
要
性
を
一
貫
し
て

訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

軽
減
税
率
は
法
律
（
消
費
税
抜
本
改

革
法
）
上
、
消
費
税
の
も
つ
逆
進
性
に

対
応
す
る
た
め
の
低
所
得
者
対
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
消
費
税
そ
の
も
の
を
国
民

が
理
解
し
て
支
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
意
味
合
い
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
欧

米
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
軽

減
税
率
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
世
論
調

査
で
も
国
民
の
七
割
を
超
え
る
方
が
賛

意
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
を

は
じ
め
多
く
の
団
体
か
ら
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
慎
重
な
、
厳
し
い
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

反
対
の
ご
意
見
を
整
理
い
た
し
ま
す

と
、

①　

社
会
保
障
財
源
が
損
な
わ
れ
る

②　

区
分
経
理
が
複
雑
に
な
る

③　

対
象
品
目
の
選
別
が
困
難

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
①
に
対
し

て
は
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
「
簡
素

な
給
付
」、「
給
付
つ
き
税
額
控
除
」、

「
軽
減
税
率
」
の
三
つ
の
内
い
ず
れ
か

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
に

軽
減
成
立
制
度
の
実
現
に
向
け
て

斉藤　鉄夫

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿



９ ２０１５.５　No.４５

決
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
財
源
が

必
要
な
も
の
で
す
。
②
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
務
負
担
が
増
加
す
る
小
規
模
事

業
者
の
理
解
を
い
た
だ
け
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
区
分
経
理
に
つ
い
て
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が
課
題
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
与
党
税
制
協
議
会
で

は
現
行
の
帳
簿
形
式
の
ま
ま
税
率
毎
に

記
載
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
方
法
も
公
明

党
と
し
て
提
案
し
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
③
に
つ
き
ま
し
て
は
、

混
乱
の
生
じ
な
い
、
で
き
る
だ
け
単
純

な
基
準
と
な
る
よ
う
他
国
の
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
議
論
を
与
党
税
制
協
議
会
で

熱
心
に
進
め
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月

二
十
日
に
次
の
よ
う
な
合
意
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
両
立
す

る
た
め
、
消
費
税
一
〇
％
へ
の
引
き
上

げ
は
二
〇
一
七
年
四
月
に
行
い
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
は
、
関
係

事
業
者
を
含
む
国
民
の
理
解
を
得
た
上

で
、
税
率
一
〇
％
時
に
導
入
し
ま
す
。

二
〇
一
七
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し

て
、
対
象
品
目
、
区
分
経
理
、
安
定
財

源
等
に
つ
い
て
早
急
に
具
体
的
な
検
討

を
進
め
ま
す
（
自
由
民
主
党
・
公
明

党
）

　

こ
の
合
意
は
総
選
挙
後
の
連
立
政
権

合
意
の
中
に
も
入
り
ま
し
た
。
二
〇
一

七
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
、
与
党

は
制
度
設
計
を
本
年
一
月
よ
り
本
格
定

期
に
開
始
し
ま
し
た
。
本
年
末
の
税
制

改
正
大
綱
に
盛
り
込
む
べ
く
全
力
を
挙

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
韓
国
の
消
費
税
（
付
加

価
値
税
）
の
軽
減
税
率
を
学
ぶ
た
め
訪

韓
い
た
し
ま
し
た
。
韓
国
は
税
率
一
〇

％
で
、
未
加
工
の
食
料
等
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
ま
す
。
結
論
を
一
言
で
い
う

と
、
経
理
事
務
、
対
象
品
目
の
線
引
き

等
ま
っ
た
く
混
乱
な
く
行
わ
れ
て
お

り
、
社
会
も
国
民
も
何
の
違
和
感
な
く

受
け
入
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
る
ス
ー
パ
ー
を
訪
問
し
た
時
の

こ
と
。「
日
本
で
は
経
理
事
務
が
複
雑

に
な
る
の
で
軽
減
税
率
に
反
対
す
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
韓
国
で
は
ど
う

か
」
と
そ
の
ス
ー
パ
ー
の
契
約
税
務
士

さ
ん
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う

な
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
確

か
に
事
務
負
担
は
増
え
る
が
そ
の
手
間

よ
り
も
、
一
ウ
ォ
ン
で
も
安
い
も
の

を
、
と
い
う
庶
民
の
気
持
ち
、
庶
民
の

暮
ら
し
の
方
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
の
我
々
の
仕
事
だ
」
こ

の
税
務
士
さ
ん
の
言
葉
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
税
理
士
会
の
先
生
方
の
ご
指

導
を
賜
り
な
が
ら
全
力
で
頑
張
る
所
存

で
す
。



１０

中国税政連

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り
、
株

価
や
各
種
の
経
済
指
標
も
上
昇
し
て
お

り
、
基
本
的
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
効
果

は
大
都
市
圏
、
輸
出
関
連
大
手
産
業
中

心
で
あ
り
、
地
方
や
中
小
企
業
に
は
ま

だ
ま
だ
十
分
に
効
果
が
及
ん
で
い
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

ま
た
実
質
賃
金
の
成
長
率
は
、
実
質

経
済
成
長
率
を
下
回
っ
て
お
り
、
社
会

保
障
関
係
費
増
や
消
費
税
八
％
増
税
、

海
外
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
購
入
費
の
増

大
等
に
よ
っ
て
、
国
民
の
実
質
的
な
収

入
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
の

ブ
レ
ー
キ
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、

本
来
は
本
年
四
月
に
行
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
消
費
税
一
〇
％
増
税
が
見
送
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

判
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

深
刻
な
問
題
は
、
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
増
大
に
よ
り
、
生
涯
賃
金
格
差
が

拡
大
し
中
間
層
が
減
少
し
貧
困
層
が
増

大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
安
定
し
た

生
活
へ
の
不
安
か
ら
未
婚
・
晩
婚
で
子

供
を
産
ま
な
い
、
希
望
を
持
て
な
い
若

い
世
代
が
増
え
て
い
て
、
こ
の
問
題
を

根
本
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
、
い
か
よ

う
な
税
制
度
を
設
計
し
て
も
ま
っ
た
く

意
味
が
な
い
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
増
税
は
「
増
大
す

る
社
会
保
障
費
の
増
大
に
対
応
し
、
少

子
高
齢
化
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を

講
じ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
福
祉
制
度

を
維
持
し
て
国
民
の
将
来
へ
の
不
安
を

払
拭
す
る
」
た
め
の
も
の
で
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
の
為
に
国
民
の
皆
さ
ん
に
ご

負
担
の
お
願
い
を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

政
府
与
党
で
は
、
一
〇
％
増
税
時
に

あ
わ
せ
て
食
料
品
等
の
生
活
必
需
品
へ

の
税
率
を
低
く
設
定
す
る
軽
減
税
率
の

導
入
を
前
提
と
し
た
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

消
費
税
と
い
う
制
度
は
、
消
費
水
準

軽
減
税
率
の
導
入
に
は

　
　
　
　
慎
重
で
あ
る
べ
き

平沼　赳夫

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿
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に
応
じ
て
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
公
平
性
の
高
い
制
度
で
は
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
所
得
に
対
す
る
負
担
割

合
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
高
く
な
る
と
い

う
逆
進
性
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
低
所
得
者
の
負
担
減
の
た
め
と
逆
進

性
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
食
料
品
等
に

対
す
る
軽
減
税
率
の
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
で

は
、
既
に
食
料
品
な
ど
に
軽
減
税
率
を

設
け
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
国
に

よ
っ
て
対
象
と
な
る
品
目
や
税
率
に
は

様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
共
通
し

て
い
る
の
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
」
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
ボ
イ

ス
と
は
、
生
産
�
加
工
�
販
売
店
�
消

費
者
へ
の
流
通
過
程
全
て
の
取
引
に
お

い
て
対
象
商
品
ご
と
に
消
費
税
率
と
税

額
を
記
載
し
た
帳
票
の
こ
と
で
あ
り
、

（
一
）
異
な
る
税
率
ご
と
に
税
額
が
明

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
売
り
手
に
と
っ

て
は
正
確
な
税
額
転
嫁
を
実
行
で
き

る
。（
二
）
買
い
手
に
と
っ
て
は
正
確

な
仕
入
税
額
控
除
の
計
算
が
可
能
と
な

る
。（
三
）
課
税
業
者
を
登
録
制
と
し

て
、
売
上
に
係
る
消
費
税
か
ら
仕
入
に

係
る
消
費
税
額
を
控
除
し
た
金
額
が
免

税
事
業
者
に
溜
ま
る
「
益
税
」
の
発
生

が
避
け
ら
れ
る
。
な
ど
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
な
き
軽
減
税
率
導
入
は

脱
税
の
温
床
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
諸
国

が
脱
税
対
策
と
取
引
明
確
化
の
た
め
に

考
え
出
し
た
の
が
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
で

す
。
国
民
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
を
お
願

い
す
る
の
で
す
か
ら
、
脱
税
の
お
そ
れ

が
あ
る
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
で
軽
減
税
率
を
導
入
す

る
際
に
は
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入

が
絶
対
に
必
要
で
す
。

　

一
方
で
軽
減
税
率
の
対
象
の
生
活
必

需
品
の
選
定
範
囲
を
め
ぐ
る
「
線
引

き
」
や
、
食
料
品
の
譲
渡
と
飲
食
サ
ー

ビ
ス
と
の
区
分
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
弁
当
を
そ
の
ま
ま
買
う

と
税
率
八
％
、
温
め
れ
ば
一
〇
％
に

な
っ
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
店
内
で
飲
め
ば
税
率
一
〇
％
、

店
外
で
飲
め
ば
八
％
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
本
来
税
制
は
簡
素
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
生
活
へ
の
影
響
が
大

き
く
煩
雑
に
な
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
ま
す
。
国
民
の
皆
さ
ん
に
煩

雑
な
制
度
を
求
め
る
の
で
す
か
ら
、
そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
国
民

的
議
論
が
必
要
で
す
。
政
治
が
独
走
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
税
率
と

な
っ
て
様
々
な
事
務
負
担
が
増
え
る
懸

念
、
軽
減
税
率
導
入
で
も
低
所
得
者
だ

け
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
相

対
的
に
は
高
所
得
者
の
負
担
率
軽
減
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
軽
減
さ

れ
た
税
収
分
を
ど
こ
で
増
税
し
補
填
す

る
の
か
と
い
う
問
題
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
総
合
的
に
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず

デ
フ
レ
脱
却
に
よ
る
、
経
済
活
性
化
と

雇
用
拡
大
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
急
務
で

あ
り
、
消
費
税
一
〇
％
増
税
と
軽
減
税

率
の
導
入
を
前
提
と
し
た
議
論
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。



１２

中国税政連

　

安
倍
政
権
最
大
の
課
題
は
「
景
気
回

復
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
国
民
の
皆
さ
ま
の
我
々
与
党

へ
の
期
待
、
支
持
は
「
景
気
回
復
」
で

あ
る
と
、
日
々
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　　

昨
年
十
一
月
、
こ
の
景
気
回
復
が
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
と
し
て
、
消
費
税
率

引
上
げ
が
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
七－

九
月
期
の 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
速
報
値
が
マ
イ
ナ
ス
〇
・ 

四
％
と
な
っ
た
こ
と
、
民
間
需
要
が
、

昨
年
四
月
の
消
費
税
率
八
％
へ
の
引
上 

げ
後
伸
び
悩
ん
で
い
た
こ
と
等
々
が 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押
し
下
げ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

民
間
需
要
を
増
や
す
、
こ
れ
は
簡
単

に
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
単
純
に
考
え
た
時
、
食
料
品
な
ど

生
活
必
需
品
が
買
い
易
く
、
消
費
し
易

く
な
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
一

歩
に
は
な
る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
も
、
消
費
税
の
軽
減
税
率

（
複
数
税
率
）
の
導
入
は
避
け
て
通
れ

な
い
道
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
か
ら
は
「
単

一
税
率
の
維
持
」
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
軽
減
税
率
導
入
に
当

た
っ
て
の
課
題
を
改
め
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
大
綱

で
、『
社
会
保
障
を
含
む
財
政
上
の
課

題
と
あ
わ
せ
、
対
象
品
目
の
選
定
、
区

分
経
理
等
の
た
め
に
制
度
整
備
、
具
体

的
な
安
定
財
源
の
手
当
、
国
民
の
理
解

を
得
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
等
、
軽
減
税

率
制
度
の
導
入
に
係
る
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
検
討
す
る
。』
と
あ
る
よ
う
に
、

軽
減
税
率
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
に
①
軽

減
税
率
の
適
用
対
象
の
画
定
の
問
題
、

②
財
源
の
問
題
（
軽
減
税
率
に
伴
っ
て

消
費
税
軽
減
税
率
導
入
に
対
す
る
論
点

溝手　顕正

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿



１３ ２０１５.５　No.４５

生
じ
る
税
収
減
を
ど
う
賄
う
か
）、
③

事
業
者
の
事
務
負
担
の
問
題
が
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　　
「
国
民
に
と
っ
て
」
と
い
う
意
味
で

は
一
番
関
心
が
あ
る
は
①
の
軽
減
税
率

の
適
用
範
囲
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

逆
進
性
が
高
い
消
費
税
が
、
更
に
軽
減

税
率
の
恩
恵
を
高
所
得
者
も
受
け
る
と

い
う
批
判
が
あ
り
、
ま
た
、
対
象
品
目

の
線
引
き
に
つ
い
て
も
業
界
団
体
か
ら

の
圧
力
、
す
な
わ
ち
政
策
的
配
慮
が
働

く
等
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
線
引
き
に

政
策
的
配
慮
は
排
除
で
き
な
い
と
し

て
、
新
聞
を
除
い
て
軽
減
税
率
の
導
入

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
軽
減
税
率
の

制
度
設
計
に
は
多
面
的
に
検
討
し
、
政

策
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

　
「
政
治
的
」
に
は
②
の
財
源
問
題
が

非
常
に
重
要
で
す
。
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
は
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度

の
持
続
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
財

政
の
信
認
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
平

成
二
十
四
年
に
自
民
党
・
公
明
党
・
民

主
党
の
三
党
で
合
意
し
た
も
の
で
す
。

軽
減
税
制
の
対
象
を
広
く
と
れ
ば
増
税

の
効
果
が
薄
く
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に

食
糧
品
全
品
を
軽
減
税
率
の
対
象
に
す

れ
ば
一
％
当
た
り
六
千
六
百
億
円
の
減

収
に
な
り
ま
す
。
国
民
に
負
担
を
お
願

い
し
た
消
費
税
増
税
で
あ
り
、
財
源
確

保
と
軽
減
税
率
の
関
係
に
つ
い
て
総
合

的
視
点
か
ら
議
論
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
③
の
「
事
務
負
担
の
問
題
」

に
関
し
て
は
、
事
業
者
、
税
理
士
の 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
だ 

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
周
知
の
通
り 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式

が
主
流
で
、
日
本
だ
け
が
控
除
方
式

（
帳
簿
方
式
）
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

軽
減
税
率
導
入
に
当
た
っ
て
、
こ
の
イ

ン
ボ
イ
ス
方
式
に
移
行
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
懸
念
、
そ
れ
に
よ
っ
て

事
務
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
免
税
事
業
者
が
取
引
の
中
間
段
階

か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
、
イ
ン
ボ
イ

ス
の
偽
造
に
よ
る
脱
税
等
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
控
除
方

式
で
は
益
税
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
方
法
を
と
る
に
し
て
も
確
実
に

消
費
税
が
転
嫁
さ
れ
、
事
務
負
担
を
少

な
く
す
る
方
法
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

消
費
税
は
平
成
二
十
七
年
度
予
算
で

は
十
七
兆
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
今

後
、
益
々
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が

延
期
さ
れ
、
与
え
ら
れ
た
こ
の
時
間

で
、
軽
減
税
率
（
複
数
税
率
）、
区
分

経
理
に
つ
い
て
協
議
を
本
格
化
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

専
門
家
で
あ
る
税
政
連
の
各
位
の
知

恵
と
経
験
を
伺
い
な
が
ら
、
諸
所
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
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一
　
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
与
党
税
制

改
正
大
綱
が
発
表
さ
れ
た
。
直
近
の
景

気
状
況
に
鑑
み
、
経
済
再
生
と
財
政
健

全
化
を
両
立
す
る
た
め
、
消
費
税
率
一

〇
％
の
引
上
げ
時
期
を
平
成
二
十
九
年

四
月
と
す
る
と
し
、「
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
事
業
者

を
含
む
国
民
の
理
解
を
得
た
上
で
、
税

率
一
〇
％
時
に
導
入
す
る
。
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て
、
対

象
品
目
、
区
分
経
理
、
安
定
財
源
等
に

つ
い
て
、
早
急
に
具
体
的
な
検
討
を
進

め
る
。」
と
記
載
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
与
党
税
制
協
議
会

に
お
い
て
平
成
二
十
七
年
一
月
軽
減
税

率
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的

に
軽
減
税
率
の
制
度
設
計
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
軽
減
税
率
の

導
入
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

消
費
税
は
所
得
に
対
し
て
逆
進
的
と

い
わ
れ
、
そ
こ
で
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
う
低
所
得
者
対
策
と
し
て
軽
減
税
率

の
導
入
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
前
提
に
は
「
関
係
事
業
者
を
含
む
国

民
の
理
解
を
得
た
上
で
」
と
あ
る
。
経

団
連
、
日
商
等
の
商
工
業
団
体
九
団
体

は
平
成
二
十
六
年
七
月
「
消
費
税
の
複

数
税
率
導
入
に
反
対
す
る
意
見
」
を
発

表
し
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
六
年
六
月

第
九
回
政
府
税
制
調
査
会
に
お
い
て

は
、
出
席
委
員
の
大
半
が
導
入
に
対
し

て
反
対
す
る
意
見
を
述
べ
た
。
日
税
連

に
お
い
て
も
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
建
議
書
で
同
様
に
反
対
の

意
見
を
表
明
し
、
平
成
二
十
八
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
反
対
意
見
を
検
討

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
日
税
連

の
建
議
書
よ
り
反
対
意
見
を
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

二
　
日
税
連
の
主
張

　

日
税
連
で
は
平
成
二
十
七
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
建
議
書
に
お
い
て
、
以

軽
減
税
率
は
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

　
〜
中
小
事
業
者
の
負
担
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

西　　宏昌

消費税
軽減税率制度の

についてについて是非是非

特 別 寄 稿
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下
の
理
由
に
よ
り
軽
減
税
率
制
度
の
導

入
に
反
対
し
て
い
る
。

�
軽
減
税
率
に
よ
り
税
収
が
減
少
す
る

こ
と
と
な
る
。
与
党
税
制
協
議
会
の

試
算
で
は
全
て
の
飲
食
料
品
を
対
象

と
し
て
二
％
の
軽
減
を
し
た
場
合
一

兆
三
千
億
円
の
減
収
と
な
り
財
政
再

建
が
損
な
わ
れ
、
税
収
を
補
填
す
る

た
め
に
、
標
準
税
率
を
一
〇
％
超
に

引
き
上
げ
る
か
、
社
会
保
障
給
付
を

抑
制
等
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

�
軽
減
税
率
制
度
は
、
税
負
担
の
軽
減

効
果
の
う
ち
低
所
得
者
世
帯
に
及
ぼ

す
効
果
が
限
定
的
で
、
大
半
は
そ
れ

以
外
の
世
帯
に
対
す
る
も
の
と
な

る
。
特
に
高
額
所
得
者
ほ
ど
軽
減
税

額
が
大
き
く
、
逆
進
性
緩
和
の
効
果

が
低
く
、
極
め
て
効
率
の
悪
い
制
度

で
あ
る
。

�
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
品
目
を
合
理

的
に
設
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
用
の
判

断
に
際
し
て
、
納
税
義
務
者
の
事
務

が
複
雑
と
な
り
、
徴
税
コ
ス
ト
等
も

増
大
す
る
。
与
党
税
制
協
議
会
の
検

討
資
料
に
も
線
引
き
の
際
の
問
題
が

例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
の
混
乱

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
諸
外
国
で
政
策
的
に
軽
減
税

率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
品
目
が
あ

り
、
業
界
の
駆
け
引
き
や
そ
れ
に
よ

る
不
公
平
感
は
避
け
ら
れ
な
い
。

�
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
軽
減
税

率
の
適
用
に
関
す
る
訴
訟
が
非
常
に

多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
軽

減
税
率
の
適
用
範
囲
の
是
否
認
を
巡

り
、
税
務
訴
訟
が
増
加
し
、
社
会
的

コ
ス
ト
の
増
大
を
招
く
こ
と
と
な

る
。

�
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が
必
要
と

な
り
、
納
税
義
務
者
の
事
務
負
担
が

増
大
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
で
き
な
い
五
百
万
を
超
え
る
免

税
業
者
を
事
実
上
取
引
か
ら
排
除
す

こ
と
と
な
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
食
料
品

関
係
の
業
者
は
大
半
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
導
入
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

�
軽
減
税
率
の
導
入
に
よ
り
、
小
規
模

事
業
者
の
百
二
十
六
万
社
が
適
用
を

受
け
て
い
る
簡
易
課
税
制
度
が
極
め

て
複
雑
な
制
度
と
な
り
（
本
則
課
税

よ
り
複
雑
で
簡
易
課
税
で
な
く
な

る
）
混
乱
を
も
た
ら
し
、
弱
者
に
負

担
の
大
き
い
制
度
と
な
る
。
現
状
の

み
な
し
仕
入
率
は
五
区
分
で
あ
る

が
、
ド
イ
ツ
で
は
平
均
率
は
四
十
区

分
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
十
七
区
分

で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
簡
易

課
税
制
度
を
廃
止
し
た
。

三
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
軽
減
税
率
の
問
題
点
を
示
し

導
入
反
対
の
意
見
を
述
べ
た
。
軽
減
税

率
の
導
入
に
関
し
て
は
数
多
く
の
問
題

が
あ
る
。
日
税
連
で
は
逆
進
性
対
策
と

し
て
単
一
税
率
を
維
持
し
、
現
状
に
お

い
て
は
低
所
得
者
に
重
点
的
に
対
処
す

る
簡
素
な
給
付
制
度
を
推
進
し
、
番
号

制
度
を
利
用
し
た
給
付
付
き
税
額
控
除

制
度
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。
軽
減
税
率
制
度
は
一
旦
導
入
す

る
と
、
見
直
し
が
困
難
な
制
度
で
あ

る
。
性
急
に
結
論
を
だ
す
こ
と
な
く
十

分
納
得
い
く
議
論
を
行
い
慎
重
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
検
討
に
あ

た
っ
て
は
中
小
事
業
者
の
事
務
負
担
を

最
優
先
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
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新設後援会のご紹介

「日本税政連」から記事抜粋「日「 本税 記事抜粋粋



１７ ２０１５.５　No.４５

■　国会議員（※選挙区は前回選挙における当選選挙区を示す。） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
幹　事　長後 援 会 長事　　　　　　　務　　　　　　　所選挙区等所属

政党後　援　会　名 TEL住　　　　所〒

神田　敏治山中　正敏０８２－２２７－３０５２広島市中区白島九軒町１－１４７３０－０００３広島１区自民税理士による
岸田文雄後援会

加賀田佳男原田　啓吾０８２－２４５－１９２８広島市中区大手町３丁目３－６－２０２７３０－００５１広島２区自民税理士による
平口　洋後援会

高盛富美男菅川　光彦０８２－４３０－８１７４東広島市西条土与丸五丁目１－３７３９－０００７広島４区自民税理士による
中川俊直後援会

福島愼太郎山田　毅美０８２３－７４－２１７７呉市広白石１丁目１－６７３７－０１４３広島５区自民税理士による
寺田　稔後援会

青木　照和古永雅則（代）０８２４－７２－４６８７庄原市西本町２丁目１１－１３７２７－００１３広島６区無所属税理士による
カメイ静香後援会

峯松　孝至定金　孝幸０８４－９５７－８２２２福山市東川口町２丁目１－２０７２０－０８２１広島７区自民税理士による
小林史明後援会

松田　　明松永　浩之０８３４－２１－０４２５周南市新宿通１丁目１７
ジオフビル７４５－００５６山口１区自民税理士による

高村正彦後援会

柳井　卓正北村　和幸０８２７－２４－４０３０岩国市今津町１－９－ 30
 　　　　　　　　 錦ビル３Ｆ７４０－００１７山口２区自民税理士による

岸　信夫後援会

原田　鉄也平田　　稔０８３６－４４－６２００宇部市大字妻崎開作２８７－４７５９－０２０４山口３区自民税理士による
河村建夫後援会

石光　孝英小倉　國雄０８３-２５２-１９６０下関市稗田西町１６－１７５１－０８５５山口４区自民税理士による
安倍晋三後援会

田中　一宏重近 　　實０８６-２５２-３９６１岡山市北区絵図町３－１５７００-００２８岡山１区自民税理士による
あいさわ一郎後援会

浅野　幹夫０８６８－２２－４０１９津山市大手町８－１１
大手町ビル３Ｆ７０８－００２３岡山３区次世代税理士による

平沼赳夫後援会

大内　和明妹尾　盛司０８６－４２５－７２９０倉敷市白楽町２４９－５
倉敷商工会館内７１０－０８２４岡山４区自民税理士による

橋本　岳後援会

岡本　　章江原　和之０８６５-６２-２６１３笠岡市笠岡５１０６７１４-００８１岡山５区自民税理士による
加藤勝信後援会

録澤　哲雄葉狩　弘一０８５７－２２－０５２５鳥取市扇町５４６８０－０８４６鳥取１区自民税理士による
石破　茂後援会

中村　剛士松本　正福０８５９－３２－４７９５米子市博労町４丁目３５６
山本会計ビル３Ｆ６８３－００５２鳥取２区自民税理士による

赤沢りょうせい後援会

永瀬　公男尾添　憲男０８５２－２１－５８５７松江市津田町３２６６９０－００５５島根１区自民税理士による
細田博之後援会

糸賀　　巧重本　泰徳０８５３－２１－４０３０出雲市今市町北本町５丁目４－２８６９３－０００２島根２区自民税理士による
竹下　亘後援会

灘　　博明大西　龍夫０８２－２６２－１０２４広島市南区段原２丁目４－１６７３２－０８１１比例区公明税理士による
斉藤鉄夫後援会

岡田　英明中川　郁夫０８２－２４２－００９０広島市中区千田町２丁目２－１１７３０－００５２参議院・広島自民税理士による
溝手顕正後援会

若松　繁夫齋藤　愼悟０８４－９２６－００３４福山市南蔵王町１丁目１１－１２－１０１７２１－０９７３参議院・広島自民税理士による
宮沢洋一後援会

岡田 　　健藤中　秀幸０８２７－８４－３６９４岩国市周東町下久原４１１－４７４２－０４１７参議院・山口自民税理士による
林　芳正後援会

五藤　榮一桑原　　一０８６－９４３－０３４６岡山市東区西大寺松崎２４８－８３７０４－８１８３参議院・岡山民主税理士による
江田五月後援会

山本　博敏鶴田　和彦０８５９－３２－４７９５米子市博労町４丁目３５６
山本会計ビル３Ｆ６８３－００５２参議院・鳥取自民税理士による

まいたち昇治後援会

安原　　満細木　貞彦０８５３－２１－４５３９出雲市武志町１０１７６９３－００１４参議院・島根自民税理士による
青木一彦後援会

姫井　繁彦国富　橿雄０８６－２２２－５９１３岡山市北区富田町１丁目９－１９７００－０８１６参議院比例日本
維新

税理士による
片山虎之助後援会

■　非現職（※選挙区は前回選挙における出馬選挙区を示す。）
小泉　　潔０８２７－２４－１４５６岩国市山手町１丁目１０－２４７４０－００２２山口２区無所属税理士による

平岡秀夫後援会

水兼　勇人岡村三千男０８４８－２３－３４６６尾道市新浜２丁目２－２１７２２－００１４参議院・広島生活税理士による
佐藤公治後援会

井上　博夫０８２－２９６－１１２３広島市中区寺町５－２０－４０３７３０－０８０１広島２区民主税理士による
松本大輔後援会

■　地方公共団体
海老澤孝公原田　啓吾０８２－２４９－２５６７広島市中区千田町２丁目２－１　

平岡ビル２Ｆ７３０－００５２広島県知事無所属税理士による
ゆざき英彦後援会

柳井　卓正藤中　秀幸０８２７-２４-４０３０岩国市今津町１－９－３０
錦ビル３Ｆ７４０-００１７山口県知事無所属税理士による

村岡嗣政後援会

大場　史郎杉山　文成０８２－２２７－８８８２広島市中区白島中町９－１３７３０－０００２広島市長無所属税理士による
松井一實後援会

藤上　博之小倉　國雄０８３－２５１－５０５０下関市川中豊町５丁目１－８７５１－０８５３下関市長無所属税理士による
中尾友昭後援会

平成２７年３月２７日現在
（順不同・敬称略）

税理士による国会議員等後援会一覧表



中国税政連

１８

中国税理士政治連盟役員
平成26年11月3日現在

役　　職　　名 氏　　　　　　　　　　名
会 　 　 　 長
副 　 会 　 長 齋　藤　愼　悟

桑　原　　　一
黒　田　昌　弘 

藤　中　秀　幸
牧　田　泰　博 

総 　 　 　 務 　　　　博　明
藤　中　秀　幸
桑　原　　　一
牧　田　泰　博
髙　橋　良　昌
杉　山　文　成

定　金　孝　幸
小　倉　國　雄
那　須　一　郎
黒　田　昌　弘
海老澤　孝　公

幹 　 　 　 事

政 策 委 員 会

荒　神　五　師
葉　狩　弘　一
唯　山　重　夫

委員長　荒　神　五　師

重　近　　　實
加賀田　佳　男

会 計 監 事 　　　　長谷川　一　彦
　　　　妹　尾　盛　司
　　　　木ノ下　信　二

　　　　　小　野　宗　典
　　　　　録　澤　哲　雄

顧 　 　 　 問 小早川　隆　幸
島　原　順　良

国　富　橿　雄
原　田　啓　吾

相 　 談 　 役 森　田　忠　典
石　高　雅　美
岸　本　俊　男

　　毛　　　博
榎　原　清　海
小　川　　　章　　　　

副委員長　権　藤　和　幸
委　　員　淵　上　勝　伯
委　　員　浅　野　幹　夫
委　　員　重　本　泰　徳

財 務 委 員 会 委員長　重　近　　　實 副委員長　三　浦　弘　二
委　　員　藤　野　照　子

組 織 委 員 会 委員長　葉　狩　弘　一 副委員長　若　松　繁　夫
委　　員　影　山　秀　臣

広 報 委 員 会 委員長　加賀田　佳　男 副委員長　宮　本　利　光
委　　員　中　山　昌　実
委　　員　川　本　哲　也

後援会対策委員会 委員長　唯　山　重　夫 副委員長　尾　添　憲　男
委　　員　森　重　匠　二
委　　員　森　末　英　男
委　　員　八　幡　一　秀

委員長　齋　藤　愼　悟 副委員長　桑　原　　　一
委　員　藤　中　秀　幸
　　　　黒　田　昌　弘
　　　　久　保　雅　典

　　　　　牧　田　泰　博
　　　　　杉　山　文　成

副 幹 事 長 海老澤　孝　公
関　場　政　則
細　木　貞　彦

柳　井　卓　正
齋　藤　邦　康

久　保　雅　典

総 務 会 長 齋　藤　愼　悟

幹  事  長 杉　山　文　成

会 計 責 任 者
推 薦 審 査 会

　　　　重　近　　　實

総 務 副 会 長 鶴　田　和　彦

委

　
　
　
　員

　
　
　
　会
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中国税政連

中国税理士協同組合ホームページ　http://www.chuzeikyo.or.jp/  

中国税理士協同組合NEWS

ユーザー名
　「kyoudou」
パスワード
　「kumiai2」
を入力
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1 2 3 4

改定内容

改定時期 

1 口座振替手数料（１関与先、１件当たり） 2 関与先への振替通知ハガキ（１関与先、１件当たり）

平成２７年４月６日振替分から適用
改改改改改改改定定定定内内内内容容容容容容改改定内容

口座

改改改改改改改改改定定定定定定時時時時期期期期期期改改改定時期

平

改定内容

１９９ 円（税込）

１７０ 円（税込）
  ５２ 円（税込）

６７ 円（税込）

改定時期 

　税理士報酬等自動振替制度は、昭和60年にサービスを開始して以来､現在で

は700人を超える組合員の方にご利用いただいております。

　このたび組合事業を利用していただいている組合員への利益還元、またこの

サービスをより多くの組合員に利用していただくことを目的に、平成27年４月
から現行の１件当たりの口座振替手数料199円(税込)を170円(税込)に
大幅値下げをいたしました。
　つきましては、更に利用しやすくなった｢税理士報酬等自動振替制度｣への加入

をこの機会に是非ともご検討いただきますようご案内申し上げます。

円(税込)に

度｣への加入

オプションサービス

※報酬システムのオプションサービスとして提供している関係上、
　ハガキ作成費を含んだ価格に改定しております。

組合員各位 中国税理士協同組合
（ 金 融 事 業 部 ）

事務所や自宅のパソコ
ンで「請求登録」や「収
納結果照会」が簡単操
作で利用できます。

中国税理士協同組合 自動振替制度 係……TEL（082）246－0088

ご利用のメリット
関与先からの毎月の報酬を自動的
に受け取れます。また、関与先も
支払いの手間が省け、振込手数料
が不要となり経費節減となります。

集金にかかるコスト
（時間、人件費等）
が削減できます。

毎月決まった日に報
酬を受け取ることが
でき、資金繰りが容
易となります。

お申込み・お問い合わせ先

インターネット型税理士報酬等自動振替制度のご案内インタ ネット型税理士報酬等自動振替制度のご案内

１件当たりの口座振替手数料を
 170円 に値下げしました。

（
税
込
）

中国税理士協同組合NEWS
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中国税理士協同組合ホームページ　http://www.chuzeikyo.or.jp/  
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ご 注 意

FAX送信先FAX送信先

中国税理士協同組合

082-245-8377

サポートメンバー登録申請書

地域（支部）名

登録番号 署　　名 　　　　　　　　　　　印

私は下記①～⑤のいずれかに該当しますので、中国税理士協同組合｢サポートメンバー｣
に登録申請します。

※該当する項目に　　を付してください。

以上、申請並びに当組合から確認させていただくことを承諾いたします。

平成　　年　　月　　日

　登録要件の①②③⑤については、当組合で提携各社に加入確認をさせていただきます。④については、カー
ドをコピーし、16桁のクレジット番号を消した上で、本登録申請書とともにFAXまたは郵送にてお送り願います。
　登録は賛助会員（所属税理士や法人社員等）でも可能です。ただし、①～③の要件で申請する場合には、
事務所の代表者（組合員）名を明記の上、登録申請を行ってください。

① 税理士VIP 代理店に加入している
　　（生保名：　　　　　　　　　　　  登録年：　　　　　　　　　　）
　　（登録者名（※賛助会員の場合記入）：　　　　　　　　　　　　　　　）

② 大同生命の税理士代理店に加入している
　　（登録年：　　　　　　　　　）※紹介代理店は該当しません。
　　（登録者名（※賛助会員の場合記入）：　　　　　　　　　　　　　　　）

③ 税理士報酬等自動振替制度に利用登録している
　　（登録者名（※賛助会員の場合記入）：　　　　　　　　　　　　　　　）

④ 税理士DCカード･DCゴールドカードに加入している
　　※力－ドをコピーし、16桁のクレジット番号を消したものを添付してください。

⑤ 大同生命グループ保険または
　 日本税協連福祉会生命共済制度「優 YOUプラン」に加入している

組合加入種別 組合員 賛助会員（※所属税理士・法人社員等）
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 中国税理士協同組合（以下、「当組合」という）では、利益貢献度に応

じたサービス還元の一環として、当組合への利益貢献の高いと思われる

組合員を対象としたサポートメンバーの登録制度を開始しております。

 サポートメンバーの登録をいただいた組合員には、当組合主催の研修

会受講費用の割引などを始め、各種サービスの還元をしております。

 サポートメンバーの登録要件としては、①全税共推進事業にかかる税

理士 VIP 代理店の登録者、②共済会推進事業にかかる大同生命の税理士

代理店登録者、③金融事業にかかる税理士報酬等自動振替制度利用者、

④共同購買事業にかかる税理士 DC カード取得者、⑤福利厚生事業にか

かる大同生命グループ保険または日本税協連福祉会生命共済制度「優

YOUプラン」加入者の５項目いずれかに該当されている組合員です。

 登録は、各組合員がどの項目に該当するかを自己申告により、申請し

ていただくことにしておりますので、右記の「サポートメンバー登録申

請書」にご記入のうえ、 FAX または郵送にてご登録をお願い申し上げます。

（既にご登録されている方は、再度ご申請いただく必要ございません。）

 なお、登録要件の①②③⑤については、当組合で加入確認をさせてい

ただきます。④については、カードをコピーし、 16桁のクレジット番号

を消した上で、本登録申請書とともに FAX または郵送にてお送り願います。



性
を
持
っ
て
ま
と
め
て
伝
え
る
か
等

の
相
互
連
携
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

宮
本
　
利
光

　

近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
、

今
年
の
年
賀
状
に
は
ペ
ッ
ト
と
の
写

真
が
多
く
見
ら
れ
た
（
実
は
私
も
そ

う
で
し
た
）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
（
十
五
世

紀
こ
ろ
）
か
ら
「
犬
税
」
な
る
も
の

が
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
現
在
も
「
犬

は
贅
沢
品
」
と
い
う
こ
と
で
「
犬
税
」

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
過

去
に
は
日
本
で
も
存
在
し
て
い
た
ら

し
く
、
今
後
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
ら
し
い
。

消
費
税
が
一
〇
％
に
な
っ
た
う
え

「
犬
税
」
も
課
税
さ
れ
れ
ば
本
当
の

意
味
で
「
贅
沢
品
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。
物
品
税
が
廃
止
さ
れ
、
消
費
税

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
は
考
え
に

く
い
こ
と
だ
が
。

　

い
ろ
い
ろ
変
わ
り
種
の
税
は
勘

弁
い
た
だ
き
、
税
は
シ
ン
プ
ル
に
、

消
費
税
は
単
一
税
率
で
お
願
い
し

た
い
。

中
山
　
昌
実

　

平
成
二
十
七
年
度
の
税
制
改
正
で

法
人
税
の
基
本
税
率
が
二
三
・
九
％

（
改
正
前
：
二
五
・
五
％
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
以
後
開
始
の
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
る
。
地
方
税
を
含
め
た
法
人

実
効
税
率
は
改
正
前
の
三
四
・
六

二
％
か
ら
三
二
・
一
一
％
に
下
が
る
。

　

法
人
税
率
引
き
下
げ
は
経
営
の
安

定
し
た
大
企
業
に
は
優
遇
さ
れ
る

が
、赤
字
企
業
は
恩
恵
を
受
け
な
い
。

赤
字
企
業
割
合
は
中
小
企
業
で
は
ま

だ
ま
だ
高
い
。
減
税
で
企
業
負
担
が

軽
減
し
恩
恵
を
享
受
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
が
、
中
小
企
業
で
享
受
で
き
る

企
業
は
ま
だ
そ
ん
な
に
多
く
は
な

い
。

　

ま
た
、
法
人
税
を
払
わ
な
い
赤
字

の
中
小
企
業
で
も
規
模
に
応
じ
た
税

金
を
賦
課
す
る
「
外
形
標
準
課
税
」

の
導
入
が
今
年
も
引
き
続
き
検
討
さ

れ
て
い
る
。
国
の
借
金
が
一
千
兆
円

を
超
え
る
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で

減
税
分
を
ど
う
穴
埋
め
し
、
ど
う
財

政
を
再
建
し
て
い
く
の
か
人
口
減
少

が
止
ま
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
一
段

と
進
む
中
で
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

川
本
　
哲
也
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昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
お
い
て
、
某
政
党
の
某
代
表
に

よ
る
「
消
費
税
軽
減
税
率
推
進
の
唯

一
の
党
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
声
を

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
耳
に
す
る
た
び

に
、
は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
返
っ
て

い
た
の
は
は
た
し
て
私
だ
け
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
導
入
し
て
い
る
各
国
が
、

す
べ
か
ら
ず
後
悔
し
て
い
る
欠
陥
だ

ら
け
の
制
度
を
、
専
門
知
識
の
希
薄

な
一
般
大
衆
の
情
感
に
訴
え
る
の
に

有
効
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
旗
印

に
掲
げ
て
い
る
と
怒
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
税
理
士
政
治
連
盟
の
鼎

の
軽
重
を
問
う
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
「
消
費
税
軽
減

税
率
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
党
の
重
鎮

と
も
い
え
る
論
客
の
先
生
方
及
び
中

国
会
の
調
査
研
究
部
長
に
投
稿
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
の
参
考
に
資
す
れ
ば
幸

い
で
す
。

加
賀
田
　
佳
男

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
桜
花
爛
漫
の

季
節
を
迎
え
て
い
る
。
桜
の
花
の
色

も
殊
の
外
、鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

今
年
の
春
は
地
方
選
挙
で
幕
開
け
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
が
声
高
の

中
で
迎
え
ら
れ
、
従
来
の
連
呼
の
手

法
が
通
用
す
る
か
に
興
味
を
持
っ
て

見
て
い
る
。

　

地
方
の
声
が
中
央
に
届
か
な
い
と

言
わ
れ
る
。
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
各
自

の
意
見
が
直
接
的
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
る
が
如

何
で
あ
ろ
う
か
。

　

政
治
連
盟
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
、

税
理
士
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の

改
正
に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
研
修

に
つ
い
て
は
、
税
理
士
法
上
の
義

務
化
が
な
さ
れ
ず
、
会
則
等
で
明

記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
税
理

士
の
質
的
維
持
の
向
上
が
納
税
者

の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
っ

て
も
…
で
あ
る
。

　

こ
の
編
集
後
記
が
お
目
に
留
ま
る

こ
ろ
に
は
、
選
挙
結
果
が
判
明
し
て

い
る
。
選
ば
れ
た
方
が
選
ん
だ
人
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
掌
握
す
る
か
。

選
ん
だ
人
が
意
見
を
出
し
て
、
透
明
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